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中学校数学の関数における
概念地図法を活用した授業改善の提案
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背景

中学校数学において、生徒は個々の学習内容は
何とか理解できるが応用問題や文章問題になると
できが悪くなる（佐藤，1999）

生徒は、学習内容を構造的に把握・理解するの
ではなく、解法のあてはめや短絡的に正解だけ
を得る学習をしてるのではないか

研究テーマに関する背景

数学は構造的な教科

なぜなら
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研究テーマに関する背景

（Gagne，整数の引算の学習階層）

数学は構造的な教科

数学は階層構造が
はっきりしている
教科であることがわかる
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研究テーマに関する背景

教師：構造的 生徒

生徒の頭の中では、構造化された
一つ一つの学習内容を関連付けられず
バラバラになっている

フィードバック

具象化
＜外部表現＞

生徒が主体的に思考・判断
できるように促す場面設定が
授業の中に必要なのではないか

構造的・体系的な理解と
事象間における関連付けの重要性

数学教育における概念地図法の活用

：バラバラ

全体の構造や体系を確認させ
意識化させる構造学習法の一つとして

（教育工学辞典）
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概念地図法とは

ある主題に関連
する概念・事象を
視覚的に表現し、
概念間の相互関
係を命題として図
示化する手法

概念地図法は、概念を表すノード（node）とノードの間
を結ぶリンク（link）から構成される （教育工学辞典）

研究テーマに関する背景
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先行研究

研究テーマに関する背景

研究目的

中学1年「関数」と中学3年「平方根」

概念地図法を用いて行った授業実践の実際を示し
数学教育における概念地図法の有効性を考察する

研究方法 （関数、平方根それぞれ1回ずつ授業を実施）

算数・数学の授業における有意味学習の構成と実践
- ノヴァックの概念地図法の活用 -
（岡本光司・土屋史人，1998）

概念地図導入における説明

概念地図作成 （白紙の状態から、生徒に概念地図を自由に記入させる手法）

ディスカッション （4～5人のグループ編成）

レポート課題 （感想）

対象とする分野
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先行研究により
明らかになった有効性と問題点

研究テーマに関する背景

問題点

上位生徒には、概念地図法が効果的であるのに対して、
下位生徒には、さほど効果を示さなかった

単元全体の内容の理解

意欲や動機付けの向上

有効な数学的コミュニケーション活動

数学授業における概念地図活用により明らかになった有効性

解決する必要がある

主に上位生徒
に対して
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数学教育における概念地図法の有効性を明らか
にする

数学教育における概念地図法の効果的な活用法
を模索する

研究目的
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先行研究における問題点を克服する

克服法をもとに、効果的な概念地図の活用法を模索する

概念地図法を活用した授業を設計・実施する

実践授業において、生徒が作成した概念地図、実施後の現
場教師・受講した生徒との話し合いなどから分析・考察する

研究方法
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（佐藤，中学校数学におけ
る全単元の教科内容構造）

中学校数学における関数

• 各学年において段階的に積み
上げられていく学習内容

• 学習内容の前後のつながりを
踏まえ、構造的・体系的理解と
関連付けが必要
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概念地図導入時
における活用案

• ノードは、単元全体
の学習内容におけ
るキーワード

• ノード間は、前提条
件・因果関係・論理
関係・包含関係・順
序関係等で成立す
るように配置

y = x2のグラフ

y = ax2の性質

y = -x2のグラフ

y = ax2(a>0)
のグラフ

y = -ax2(a<0)
のグラフ

グラフと変域

y = x2 のグラフは

y = ax2の性質を満たし

ている

y = -x2 のグラフは

y = ax2の性質を満たし

ている

y = ax2(a>0) のグラフは

y = x2 のグラフの一般形

でa=1のとき

y = x2 である

y = ax2(a<0) のグラフは

y = -x2 のグラフの一般形

でa = -1のとき

y = -x2 である

y = ax2(a>0) と y = ax2(a<0) の
グラフは、ともに x軸について対

称な放物線である

y = ax2(a<0) と y = ax2(a>0) の
グラフは、ともに x軸について対

称な放物線である

y = x2 と y = -x2 のグラフはと
もに x軸について対称な放

物線である

y = -x2 と y = x2 のグラフはと
もに x軸について対称な放

物線である

一定ではない一定で a変化の割合

増加→減少常に減少減少

減少→増加常に増加増加

放物線直線グラフの形

y = ax2y = ax+b

研究方法
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数学教育における
概念地図の活用により期待される効果

単元のまとめの段階に、概念地図作成時間を設定

生徒の作成図発表（OHP使用）、ディスカッション、教師の補足説明

全体の構造・体系や事象間の関連付けを確認・意識することが
できる

授業後の復習（フィードバック）として効果的

教師主導の受身授業に対して、主体的・創造的活動となりうる

生徒にとって

教師にとって

研究方法

活用方法

生徒の学習状況・理解度を把握する指標となり、授業設計に
役立つ （形成的評価）
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留意点

理解の深化を図るために、概念地図を書き直しさせるこ
とが必要

有意味な学習を促進させるための構造的な教授設計が
必要

中学数学授業における効果的な概念地図活用法の模索

研究方法

上記の留意点を考慮した上で
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今後の研究計画

～2005年 1月 先行研究における問題点の克服

克服法をもとに、効果的な概念地図活用法の模索

2005年 1～2月 数学教育における概念地図法を活用した授業設計

着眼点や分析手法などの考案

対象校の選定

2005年 2～3月 対象校との打ち合わせ

2005年 4月以降 実験授業実施
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ご拝聴ありがとうございました


